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公
民
館
は
文
化
と
い
う
服
を
ま
と
う
場
で
す　
（
芝
久
保
公
民
館
利
用
者
）

　

木
曜
の
昼
下
が
り
。

　

芝
久
保
公
民
館
の
視
聴
覚
室
に
は

南
国
の
穏
や
か
な
海
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
、
ウ
ク
レ
レ
の
軽
や
か
な
音
色

が
響
き
渡
り
ま
す
。

　

池
田
先
生
の
ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー
に

続
き
、
ギ
タ
ー
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
マ

ラ
カ
ス
。
あ
た
た
か
い
歌
声
に
フ
ラ

ダ
ン
ス
も
加
わ
り
ま
す
。
前
半
１
時

間
に
13
曲
。ハ
ワ
イ
ア
ン
あ
り
、ポ
ッ

プ
ス
あ
り
、
演
歌
あ
り
で
す
。  

 

「
ソ
ロ
の
歌
に
ソ
ロ
の
演
奏
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
と
皆
さ
ん
の
得
意
分
野
を
尊

重
し
た
練
習
は
発
足
当
時
か
ら
変
わ

ら
な
い
も
の
。
ま
す
ま
す
上
手
に
な

り
、
励
み
に
な
る
の
で
長
続
き
す
る

の
で
す
」
と
一
番
長
い
会
員
。

　

会
の
発
足
は
平
成
８
年
、
ハ
ワ
イ

ア
ン
全
盛
期
が
青
春
時
代
だ
っ
た
と

言
わ
れ
る
Ｓ
さ
ん
ご
夫
妻
を
中
心
に

始
ま
り
ま
し
た
。
ご
主
人
亡
き
後
、

バ
ン
ド
仲
間
の
池
田
先
生
が
後
任
で

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
さ
ん
の
奥

様
も
「
ウ
ク
レ
レ
は
小
さ
く
て
手
軽

だ
け
ど
、
奥
が
深
い
も
の
。
な
か
な

か
手
も
動
か
な
く
な
っ
て
き
た
け
れ

ど
、
難
し
い
も
の
に
挑
戦
す
る
意
欲

が
生
き
が
い
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、

素
敵
な
仲
間
が
で
き
た
こ
と
が
私
の

財
産
で
す
」
と
。

　

ソ
ロ
で
歌
わ
れ
て
い
た
入
会
３
年

目
の
会
員
は
、「
退
職
後
に
会
員
募

集
を
見
て
、
学
生
時
代
に
や
っ
て
い

た
ウ
ク
レ
レ
を
思
い
出
し
た
。
と
に

か
く
合
奏
が
楽
し
い
。
練
習
の
な
い

日
は
つ
ま
ら
な
く
感
じ
る
ほ
ど
」
と
。

今
年
４
月
、
見
学
の
そ
の
場
で
入

会
さ
れ
た
Ｍ
さ
ん
は
「
50
年
近
く
前
、

親
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
玩
具
の
ウ
ク

レ
レ
が
今
も
家
に
あ
り
ま
す
。
ハ
ワ

イ
ア
ン
は
気
分
を
高
揚
さ
せ
、
人
の

気
持
ち
を
明
る
く
朗
ら
か
に
し
て
く

れ
ま
す
」
と
。

　

会
の
代
表
は
川
崎
さ
ん
。「
現
在

会
員
は
15
名
。
皆
さ
ん
と
和
気
あ
い

あ
い
と
気
楽
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

今
日
は
『
ナ
レ
イ
・
オ
・
ハ
ワ
イ
』『
ポ

ハ
イ
ケ
ア
ロ
ハ
』『
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
』

『
ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
』
な
ど
15
、
６
曲

ほ
ど
合
わ
せ
ま
し
た
。
毎
年
の
西
東

京
市
文
化
祭
出
演
に
向
け
て
励
ん
で

い
ま
す
」。

　

今
年
の
文
化
祭
は
11
月
２
日
㈰

コ
ー
ル
田
無
で
演
奏
し
ま
す
。
ま
た
、

芝
久
保
公
民
館
ま
つ
り
に
も
参
加
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
音
色

を
楽
し
み
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

川
崎
☎
466
・
２
２
６
２
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　６月29日に開館した「保谷駅前公民館」と「保谷公民
館」をお間違えになる例が見受けられます。
●保谷駅前公民館は、
　西武池袋線保谷駅南口（東町３―14―30）ステア５階
　です。事務室は４階にあります。
　電話番号は４２１―１１２５です。
●保谷公民館は、
　西武新宿線西武柳沢駅南口（柳沢１―15―１）です。
　電話番号は４６４―８２１１です。
ご来館、お電話、施設予約の際は十分ご注意ください。

ひばりが丘公民館

谷戸公民館

芝久保公民館

田無公民館

保谷公民館

保谷駅前公民館

★

お 間 違 い な く ！
西
東
京
市
公
民
館
配
置
図

　
　

市
内
に
は
公
民
館
が
６
館
あ
り
ま
す
。

　
　

各
館
の
住
所
・
電
話
番
号
は
１
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

田 無
ウクレレ
倶楽部

　

公
民
館
に
は
、
子
育
て
期
の
市

民
が
学
習
に
参
加
し
や
す
い
よ
う

に
「
保
育
室
」
が
あ
り
ま
す
。「
公

費
保
育
制
度
」
を
整
備
し
、
講
座
に

参
加
す
る
保
護
者
や
乳
幼
児
を
抱
え

た
市
民
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
で
は
多
様
な
子
育

て
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め

に
、公
民
館
保
育
室
を
利
用
し
た「
親

子
対
象
事
業
」「
保
育
室
オ
ー
プ
ン

デ
ー
」
等
の
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
全
市
的
な
子
育
て
支
援

計
画
が
策
定
さ
れ
、
基
幹
型
保
育
園

等
に
よ
る
子
育
て
支
援
事
業
が
充
実

し
て
く
る
中
で
、
公
民
館
の
特
色
を

生
か
し
た
「
子
育
て
支
援
」
の
役
割

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ

の
考
え
方
を
整
理
す
る
必
要
が
生

じ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
１
月
23

日
、
公
民
館
長
は
公
民
館
運
営
審
議

会
に
「
公
民
館
に
お
け
る
『
子
育
て

支
援
』
の
役
割
に
つ
い
て
」
諮
問
し

ま
し
た
。
８
ヶ
月
の
審
議
を
経
て
９

月
24
日
に
答
申
文
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
要
約
し
て
以
下
に
掲
載
し

ま
す
。
な
お
、
答
申
文
の
全
文
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
お
近
く
の
公

民
館
で
ご
ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

答
申
文
（
要
約
版
）

　

今
回
の
審
議
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ

は
公
民
館
に
お
け
る
「
子
育
て
支

援
」
が
、
子
育
て
期
の
親
子
へ
の
直

接
的
で
個
別
課
題
対
応
型
の
子
育
て

支
援
と
は
異
に
す
る
、
独
自
の
意
義

と
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
認
識

に
至
っ
た
。

　

今
後
は
全
市
的
な
子
育
て
支
援
体

制
の
一
端
を
担
う
形
で
単
発
的
・
短

期
的
に
実
施
し
て
き
た
保
育
室
利
用

事
業
の
拡
大
で
は
な
く
、
む
し
ろ
公

費
保
育
制
度
の
意
義
を
改
め
て
評
価

し
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て

支
援
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
方

向
性
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

●
公
民
館
の
役
割
と
方
向
性

①
公
民
館
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育

て
支
援
環
境
を
育
む
拠
点
と
し
て
、

同
世
代
同
士
や
他
世
代
が
つ
な
が

り
、
学
び
あ
い
、
育
ち
あ
え
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

②
そ
の
意
味
で
、
公
民
館
で
は
子
育

て
支
援
対
象
を
子
育
て
期
の
親
子

に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様

な
世
代
と
属
性
を
持
つ
市
民
が
子

育
て
支
援
環
境
づ
く
り
に
関
わ
れ

る
よ
う
な
視
点
を
も
っ
て
、
そ
の

機
会
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

③
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
お
い
て
、

子
育
て
期
の
親
子
を
一
方
的
に
支

援
さ
れ
る
側
に
固
定
化
せ
ぬ
よ
う
、

地
域
づ
く
り
の
一
員
と
し
て
、
共

に
学
び
成
長
し
支
え
あ
う
存
在
と

し
て
、
複
眼
的
に
と
ら
え
る
視
点

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

●
具
体
的
提
言

①
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
環
境

づ
く
り
に
む
け
て
、
公
費
保
育
つ

き
講
座
・
事
業
に
お
い
て
も
、
子

育
て
期
の
市
民
と
共
に
、
世
代
を

越
え
た
多
様
な
市
民
が
参
加
で
き

る
よ
う
企
画
段
階
か
ら
工
夫
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②
子
育
て
期
の
親
子
と
他
世
代
と
の

交
流
促
進
の
工
夫
と
し
て
、
親
子

対
象
講
座
・
事
業
と
地
域
サ
ー
ク

ル
・
講
座
・
事
業
と
の
協
同
化
な

ど
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

③
公
費
保
育
制
度
が
子
育
て
期
の
市

民
に
よ
り
一
層
活
用
さ
れ
、
こ
の

制
度
の
趣
旨
と
目
的
が
広
く
市
民

に
浸
透
す
る
よ
う
、
名
称
を
「
学

習
支
援
保
育
」
と
変
更
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
。

　

公
民
館
運
営
審
議
会




